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1 1月の市民ギャラリー 書

「春秋
しゅんじゅう

歌
か

（山家集
さんかしゅう

より）」ほか

倉谷
くらたに

桂苑
けいえん

11月１日 b～　市 役 所 市 民 ホ ー ル

1 2月の市民ギャラリー　洋画

畑守
は た も り

祥子
し ょ う こ

辻
つ じ

文子
ふ み こ

力を出しきって（10／19）

第 1 2回全国健康福祉祭ふくい大会（ねんりんピック' 9 9 福井）

が県内各地で開催され、敦賀では、1 0、1 1日の両日、ソフトテニ

ス（5 8チーム、4 1 9人）、弓道（5 7チーム、3 9 3人）の熱戦が総

合運動公園で繰り広げられました。

水戸天狗党の遺徳を偲ぶ例祭が遺徳顕彰会員はじ

め、茨城県水戸市、常陸太田市、潮来町など関係者

が多数参列して松原神社で行われました。参列者は

幕末の動乱期に無念にも散った浪士を偲んでいまし

た。

南
北
朝
時
代
に
尊
良
、
恒
良
親
王
ら
が
紅

葉
と
月
を
鑑
賞
し
た
と
い
う
故
事
に
な
ら
い
、

舟
遊
び
を
再
現
し
た
「
御
船
遊
管
絃
祭

お
ふ
な
あ
そ
び
か
ん
げ
ん
さ
い

」
が

敦
賀
湾
内
で
行
わ
れ
、
雅
楽
が
鳴
り
響
く
中
、

白
拍
子
の
舞
や
童
子
の
か
わ
い
い
姿
に
訪
れ

た
人
達
は
し
ば
し
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

660年の時を超え（10/20）

国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
に
出
場
す
る
10
競
技
33

人
の
壮
行
式
が
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
空
手
道

の
藤
木
裕
也
選
手
が
「
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
頑
張
り

ま
す
。」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。
100
m
ハ
ー
ド
ル

で
、
山
本
知
佳
（
敦
賀
高
校
）
さ
ん
熊
谷
史
子
（
松

陵
）
さ
ん
、
空
手
道
で
松
崎
沢
宣
（
帝
京
大
）
さ
ん

が
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

昼休みのひととき、市役所市民ホールで「つるが室内楽研究会」

によるヴァイオリンとピアノコンサートが開催されました。ホー

ルに響き渡る音色に、訪れたみなさんは足を止めて聴き入ってい

ました。

成人祝いマラソン日和（10/17）

「第 2 0回記念敦賀マラソン」が総合運動公園陸

上競技場を発着点とし、県内外２，２３９人が参加

して行われ、記録に挑戦する人、マイペース派など

思い思いにゴールを駆け抜けました。また、ゲスト

ランナー中山竹通（元五輪選手）さんも５ k mに参

加し、往年のダイナミックな走りを披露しました。

ヴ　
ァ　
イ　
オ　
リ　
ン　
の　
音　
色　
で　
午　
後　
の　
ひ　
と　
と　
き　（
10
／
29
）

幕　
末　
の　
悲　
劇　
を　
追　
悼　
（
10
／
10
）

シ　
ル　
バ　
ー　
パ　
ワ　
ー　
健　
在　
（
10
／
９
〜
12
））

名
作
ア
ニ
メ
シ
ア
タ
ー

な
つ
か
し
い
昔
話
や
名
作
を
上
映
し
ま
す
。

親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き

11
月
20
日
g

14
時
〜
15
時

と
こ
ろ

市
立
図
書
館
３
階
研
修
室

『
か
ぐ
や
ひ
め
、
か
さ
こ
じ
ぞ
う
、
お
お
き
な
か
ぶ
』（
無
料
で
す
）

『
ク
リ
ス
マ
ス
』

人
形
劇
と
お
は
な
し
の
会

と
　
き

12
月
19
日
a

14
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ

市
立
図
書
館
３
階
研
修
室

対
　
象

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

内
　
容

杉
の
子
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
と

「
お
は
な
し
隊
」
に
よ
る
読
み
き
か
せ
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ

ー
の
見
学
。（
た
の
し
い
お
は
な
し
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
だ

巡
回
車
が
や
っ
て
き
ま
す
。）

新
着
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
デ
オ

◎
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）

『
プ
ル
ー
ト
の
サ
ー
カ
ス
』（
８
分
）
・
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
』（
25
分
）
・
『
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
』（
30
分
）

◎
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
学
校
教
材
）

『
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
』（
27
分
）
・
『
心
の
お
く
リ
も

の
』（
21
分
）
・
『
は
と
よ
ひ
ろ
し
ま
の
空
を
』（
21
分
）

（
社
会
教
育
）
・
『
し
て
み
ま
せ
ん
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

（
20
分
）
・
『
親
が
か
わ
れ
ば
子
も
か
わ
る
』（
26
分
）

（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）
・
『
宮
澤
賢
治
作
品
集
「
猫
の
事

務
所
」』（
22
分
）
・
『
ポ
ウ
さ
ん
と
秋
風
』（
8
分
）
・

『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
こ
ん
な
乗
り
方
あ
ぶ
な
い
よ
』（
13

分
）

他
13
本

※
保
育
園
・
学
校
・
子
供
会
な
ど
各
種
団
体
へ
貸
出
し
ま
す
。

12
月
の
休
館
日

▼
毎
週
月
曜
日

▼
16
日
（
第
３
木
曜
日
）

▼
23
日
（
天
皇
誕
生
日
）

▼
28
日
・
29
日
・
30
日
・
31
日

問合せ　1 22・１８６８

市立図書館（東洋町）
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き
ら
め
き
み
な
と
館

1

20
・
１
１
０
０

シ
ア
タ
ー
一
般
映
画
上
映

金
融
腐
蝕
列
島

と
　
き

11
月
26
日
f

〜
28
日
a

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

1

25
・
５
１
２
５

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

舞
踏
音
楽

「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
」
序
曲
op.
43

交
響
曲

第
九
番
二
短
調
op.
125
「
合
唱
付
」

管
弦
楽
　
京
都
市
交
響
楽
団

合
　
唱
　
つ
る
が
第
九
合
唱
団

と
　
き

12
月
２
日
e

18
時
30
分
開
場

19
時
開
演

と
こ
ろ

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料

大
人
　
３，

０
０
０
円

学
生
　
１，

５
０
０
円

全
席
自
由

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

ポ
ー
・
ト
ン
、
平
和
堂
敦
賀

店
、
オ
ー
デ
ィ
オ
渡
辺
、
市

民
文
化
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
課

1

22
・
８
１
２
３

補
聴
器
・

車
椅
子
等
の
相
談

と
　
き

11
月
25
日
e

13
時
〜
15
時

（
受
付
は
14
時
ま
で
）

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
（
東
洋
町
）

つ
ど
い
の
部
屋
　
２
階

内
　
容

補
聴
器
・
車
椅
子
判
定
等

の
相
談
、
お
よ
び
業
者
に
よ

る
簡
単
な
修
理
を
受
け
付
け

ま
すな

お
、
車
椅
子
判
定
希
望

者
に
つ
い
て
は
、
相
談
日
前

日
ま
で
に
社
会
福
祉
課
へ
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

持
参
す
る
も
の印

鑑
（
身
体
障
害
者
手
帳
、

健
康
保
険
証
お
よ
び
使
用
し

て
い
る
補
聴
器
が
あ
れ
ば
お

持
ち
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
保
護
障
害

福
祉
係
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

市立敦賀病院駐車場が
狭 く な り ま す

平 成 1 1 年 1 1 月 １ 日 B ～

平 成 1 2 年 ２ 月 2 9 日 C

市立敦賀病院では、立体駐車場の建

設工事のため、駐車場が狭くなります。

来院の際は、できる限りご家族で送

迎いただくか、公共の交通機関をご利

用いただき、自家用車での来院はご遠

慮ください。

なお、仮設駐車場として職員の駐車

場を一部開放しますので、係員の指示、

または、案内に従ってください。

問合せ 市立敦賀病院 1２２ー３６１１

市民文化センターが
閉 館 し ま す

平 成 1 1 年 1 2 月 ３ 日 F ～

平 成 1 2 年 ９ 月 中 旬

当センターは、改修工事のため、閉

館します。

なお、その間の事務所は、「きらめき

みなと館」に併設して業務を行います。

問合せ 市民文化センター 1２５ー５１２５

特定事業者のみなさんへ

地域振興券の換金を
お 急 ぎ く だ さ い

1 ２ 月 １ ３ 日 B ま で

特定事業者のみなさん、地域振興券

の換金は済まされましたか。

未換金の地域振興券をお持ちの事業

者の方は、早急に金融機関で換金の手

続きを行ってください。

問合せ　敦賀市地域券振興交付事業実施本部

1２２ー８１８１

第５回

つるが第九演奏会

上 映 時 間

26日 ９時30分、12時

f 14時30分、17時、19時30分

27日 ９時30分、12時

g 14時30分、17時、19時30分

28日 ９時30分、12時

a 14時30分 （終了）

入場料 1 , 0 0 0 円（１人）

平
成
11
年
度

市
政
功
労
者
表
彰

昭和5 4年４月敦賀市議会議員に当選、以来平成1 1年４月

まで５期 2 0 年の永きにわたり在職、この間、議長の要職

に就任され、議会の円滑な運営に努められるとともに、議

会活動を通じて地方自治の振興と市政の発展に多大の貢献

をされた。また、昭和6 2年５月から平成３年４月までの

４年間、敦賀市監査委員として本市各会計の監査業務に尽

力された。さらに、敦賀地区柔道脇会会長、敦賀市農業協

同組合理事を務められ、柔道の普及・振興、農業経営の近

代化に寄与されている。

昭和3 6年４月に敦賀市赤十字奉団団員となり、平成３年

５月に退団されるまで分団長、委員長の要職を歴任され、

共同募金、施設慰問、清掃奉仕、身体障害者等の援護など、

数多くの奉仕活動に積極的に取り組まれ、本市の福祉向上

に多大の貢献をされた。また、平成６年４月から敦賀市社

会福祉協議会福祉委員としても活躍され、地域に密着した

福祉サービスの推進に寄与されている。さらに、敦賀市統

計協会会員、敦賀市消費生活モニターとして、統計調査の

普及啓蒙、消費生活問題の改善に尽力されている。

昭和4 2年８月神谷整形外科病院を開設されて以来今日ま

で、永年にわたり地域医療に尽力されるとともに、医療法

人保仁会理事長並びに社会福祉法人敬仁会理事長として特

別養護老人ホーム「渓山荘」をはじめ、「泉ケ丘温泉病院」、

又、嶺南地方で初めての老人保健施設「湯の里ナーシング

ホーム」を開設され、高齢者に快適で潤いのある生活の提

供、看護・介護サービスの提供等に努められ、本市の医療

福祉に多大の貢献をされている。また、敦賀市剣道連盟会

長、敦賀市体育協会副会長として本市の剣道競技の普及、

スポーツの振興に尽力されている。

昭和4 4年４月から今日に至るまで、永年にわたり敦賀市

バレーボール協会会長、顧問等の要職にあって、本市バレ

ーボールの競技力の向上に尽力され、協会の発展に寄与さ

れた功績は多大である。また、昭和5 8年４月から平成元

年３月まで敦賀市体育協会会長、敦賀市スポーツ振興審議

会会長として指導者の育成強化をはじめ、本市スポーツの

振興、底辺拡大に努められた。さらに、児童福祉施設嘱託

医、福祉事務所嘱託医、老人ホーム入所判定委員会委員と

して、市民の健康相談、医療指導等に尽力されている。

上 野
う え の

修 一
し ゅ う い ち

（62歳・木　崎）

須 綱
す あ み

千 枝 子
ち え こ

（71歳・鉄輪町）

神 谷
か み た に

保 男
や す お

（71歳・清水町）

平 本
ひ ら も と

昇
のぼる

（78歳・金　山）

目
撃
せ
よ
！
ゴ
ジ
ラ
新
世
紀

延
べ
９，

０
０
０
万
人
が
観
た
映

画
史
上
最
強
シ
リ
ー
ズ
。

沈
黙
を
破
り
、
世
紀
末
日
本
に
新

破
壊
神
伝
説
が
始
動
す
る
。

と
　
き

12
月
12
日
a

10
時
、
12
時
30
分
、
15
時

（
３
回
上
映
）

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象
（
東
洋
町
）

料
　
金

大
人
　
１，

５
０
０
円

高
中
　
１，

２
０
０
円

小
幼
　
　
　
８
０
０
円

問
合
せ

市
民
映
画
の
集
い
実
行
委
員
会

1

22
・
８
１
２
２

昭和3 3年４月敦賀市消防団団員に任命されて以来、敦賀

美方消防組合敦賀消防団分団長、同消防団副団長等の要職

を歴任され、消防団員の資質の向上、自衛消防隊の育成、

防火思想の普及徹底と組織の充実強化に努められ、市民の

生命、財産の保護に多大の貢献をされた。また、敦賀市防

犯隊支隊長、副隊長として、犯罪の予防並びに防犯思想の

普及徹底に尽力された。

宮 辻
み や つ じ

喜 代 一
き よ い ち

（66歳・葉　原）

平成11年度の市政功労者表彰式が文

化の日の11月 ３ 日 に 市 役 所 で 行 わ れ 、

長年に亘って地域社会に貢献し、市政

の発展に尽くされた５人の方々が晴れ

の表彰を受けられました。
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中
央
公
民
館
　
1

25
・
８
３
１
８

第
10
回

地
区
対
抗

子
ど
も
か
る
た
大
会

と
　
き

11
月
28
日
a

９
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
３
階
大
ホ
ー
ル

参
加
費

１
チ
ー
ム
　
300
円

競
技
方
法

１
チ
ー
ム
３
人
（
中
学
生

の
出
場
は
１
チ
ー
ム
中
に
１

人
限
り
と
す
る
）
で
、
地
区

別
チ
ー
ム
の
対
抗
戦
と
し
、

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
敗
者
復
活
戦
を
行
う

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
11
月
24
日
d

ま
で
に
中

央
公
民
館
ま
で
申
し
込
く
だ

さ
い

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
ま
で
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
大
学

開

放

講

座

【
第
４
回
】

と
　
き

11
月
27
日
g

14
時
〜
16
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

「
か
ら
だ
の
し
く
み
と
衣
服
の
か
か
わ
り
」

〜
体
温
（
気
候
）
調
節
に
つ
い
て
〜

講
　
師

福
井
大
学
名
誉
教
授

青
木
　
一
三
氏

【
第
５
回
】

と
　
き

12
月
４
日
g

14
時
〜
16
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
２
階
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

「
調
理
で
変
わ
る
食
べ
物
の
栄
養
」

講
　
師

仁
愛
女
子
短
期
大
学

生
活
科
学
学
科
教
授
　
谷
　
洋
子
氏

※
対
象
は
、
一
般
市
民
で
す
。
定
員
は
、

第
４
回
・
第
５
回
と
も
60
人
（
先
着

順
）
で
、
受
講
料
は
、
無
料
で
す
。

中
央
公
民
館
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

第
４
回

お
と
こ
の
料
理
教
室

と
　
き

11
月
27
日
g

10
時
〜
12
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
１
階

料
理
実
習
室

内
　
容

寿
司
料
理

対
　
象

市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は

通
勤
さ
れ
て
い
る
男
性

定
　
員

30
人

材
料
費

１，

５
０
０
円

申
込
み

11
月
22
日
b

ま
で
に
材
料
費

を
添
え
中
央
公
民
館
へ
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い

少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー

1

23
・
０
１
８
９

今
、
伝
え
た
い

大　
切　
な　
あ　
な　
た　
に　

青
少
年
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

青
少
年
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議
で

は
、
青
少
年
に
関
す
る
作
文
と
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た

は
通
勤
、
通
学
さ
れ
て
い
る

小
学
生
以
上
の
方

応
募
作
品

各
部
門
と
も
に
１
人
１
点

で
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す

募
集
期
間

12
月
13
日
b

〜

１
月
20
日
e

表
　
彰

入
賞
者
に
は
賞
状
と
記
念
品

を
授
与
し
ま
す

応
募
・
問
合
せ

少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー

内
、
青
少
年
健
全
育
成
敦
賀

市
民
会
議
事
務
局
（
本
町
２
）

【
作
　
文
】

内
　
容

学
校
、
家
庭
、
地
域
な
ど
で

日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
や
言
い
た
い
こ

と
。
子
ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て

い
る
こ
と
。
職
場
や
団
体
で
の
青
少
年

健
全
育
成
の
活
動
体
験
な
ど

作
品
規
定

小
学
生
は
400
字
詰
め
原
稿

用
紙
３
枚
以
内
、
中
学
生
・
高
校
生
は

５
枚
以
内
、
一
般
は
枚
数
制
限
な
し
。

作
品
は
縦
書
き
と
し
ま
す
。

小
学
・
中
学
・
高
校
の
部
に
つ
い

て
は
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

性
別
に
つ
い
て
は
、
欄
外
（
右
端
）
に

記
入
し
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
学
年

に
つ
い
て
は
、
欄
内
（
本
文
）
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
の
部
に
つ
い
て
は
、
住
所
、
電

話
番
号
、
職
業
、
性
別
を
欄
外
（
右
端
）

に
記
入
し
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
欄

内
（
本
文
）
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ポ
ス
タ
ー
】

内
　
容

明
る
く
楽
し
い
家
庭
。
明
る

く
楽
し
い
学
校
生
活
。
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
。子
ど
も
会
・
サ
ー
ク
ル
活
動
。

作
品
規
定

白
画
用
紙
で
、
大
き
さ
は

四
つ
切
り
ま
た
は
八
つ
切
り
。
作
品
の

裏
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
学

校
名
、
学
年
（
一
般
は
職
業
）、
電
話

番
号
、
性
別
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
ル
・

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

運
命
に
立
ち
向
か
う
家
族
の
愛
が
広

が
り
始
め
、
人
々
の
心
を
つ
な

ぐ
・
・
・
。

各
地
で
様
々
な
障
害
を
持
ち
な
が
ら
、

自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
て
い
る
人
々

へ
の
理
解
と
支
援
の
輪
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
く
様
子
。

聴
覚
障
害
と
知
的
障
害
を
合
わ
せ
持
つ

重
い
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
願
い
、
苦
し
み
な
が
ら
も
歩
ん

で
い
く
家
族
、
そ
れ
を
支
え
る
人
々
の
ひ

た
向
き
な
姿
や
ふ
れ
あ
い
を
通
し
、
あ
り

の
ま
ま
の
姿
で
生
き
る
尊
さ
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

と
　
き

11
月
23
日
c

10
時
30
分
、
14
時

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
（
東
洋
町
）

料
　
金

大
人
　
１，

０
０
０
円

子
供
　
　

５
０
０
円

（
小
学
生
以
下
、
障
害
者
）

※
　
チ
ケ
ッ
ト
は
、
ポ
ー
・
ト
ン
、
市
民

文
化
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せと

び
ら
の
会
（
自
閉
症
児
・
者
親
の
会
）

1

22
・
０
６
５
４
（
澤
井
宅
）

介護保険ってなに？
今回は、「居宅介護支援事業者」につ

いて説明します。

「居宅介護支援事業者」とは、介護

保険制度での介護サービス計画の作成

を行ったり、介護サービス事業者との

連絡調整や施設入所の紹介などを行う

「介護支援専門員（ケアマネジャー）」

が配置されている事業者です。

また、居宅介護支援事業者は、市か

らの委託を受けて要介護認定の際の

「認定調査」を行ったり、本人や家族に

代わって、「要介護認定の申請」を市に

行うこともできます。（認定調査や申請

の代行については、介護保険施設も行

えます）

要介護認定の申請をし認定された方

は、要介護度に応

じた介護サービス

計画をたてるため、

下記「居宅介護支

援事業者」と連絡

をお取りください。

◎敦賀市内の指定居宅介護支援事業者

（平成11年10月現在）

・嶺南ケアサービスセンター

（泉ケ丘温泉病院内）

1２２・７７００　内線506

・渓山荘介護相談センター

1２４・２２８２

・つ る が 生 協 診 療 所

1２１・０１７６

・敦賀市社会福祉協議会

1２２・３１３３

問合せ　介護サービス課

1２２・８１８０

介護保険シリーズ　その９

◆　
国　
民　
健　
康　
保　
険　
税　第

５
期

◆　
個

人

事

業

税第
２
期

11
月
30
日
C
ま
で

※
　
お
近
く
の
金
融
機
関
で
、
お
早

め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
に
は
、
便
利
で
確

実
な
「
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
」

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
環
境
保
護
の
た
め
、
古

い
電
話
帳
の
回
収
を
行
な
い
ま
す
。

期
　
間

11
月
11
日
e

〜
27
日
g

方
　
法

配
達
員
が
新
し
い
電
話
帳
を

お
届
け
し
た
際
に
、
古
い
電
話
帳
を

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
渡
せ
な
か
っ
た
方
は
「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
」
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。

7

０
１
２
０
・
５
０
６
３
０
９

営
業
時
間

９
時
〜
17
時
（
通
年
、
た

だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
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健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

だ
　
よ
　
り

問合せ　健康管理センター
125・５３１１

※ 母子健康手帳をご持参ください。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
教
室

と
　
き

▽
11
月
15
日
b

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
っ
て
ど
ん
な
も
の
」

講
師
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
保
健
婦

▽
11
月
26
日
f

「
食
事
あ
れ
こ
れ
」

講
師
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

▽
12
月
７
日
c
「
ひ
と
汗
流
し
て
、
め
ざ
せ
健
康
」

講
師
　
健
康
運
動
指
導
士

※
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
13
時
30
分
〜
15
時
）
で

開
催
し
ま
す
。（
定
員
20
人
）

と
　
き

12
月
21
日
c

19
時
〜

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
（
東
洋
町
）

☆
　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
　
河
端
真
由
美
さ
ん

と
　
き

12
月
21
日
c

19
時
〜

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
（
東
洋
町
）

☆
　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
　
河
端
真
由
美
さ
ん

と
　
き

12
月
21
日
c

19
時
〜

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
（
東
洋
町
）

☆
　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
　
河
端
真
由
美
さ
ん

と
　
き

12
月
21
日
c

19
時
〜

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
（
東
洋
町
）

☆
　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
　
河
端
真
由
美
さ
ん

と
　
き

12
月
21
日
c

19
時
〜

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
（
東
洋
町
）

☆
　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
　
河
端
真
由
美
さ
ん

と
　
き

12
月
21
日
c

19
時
〜

と
こ
ろ

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
（
東
洋
町
）

☆
　
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

演
奏
　
河
端
真
由
美
さ
ん

年に１回
がん検診を受けましょう！

胃がんや子宮がん・乳がんなどは、初期段階で

ほとんど自覚症状はなく、自分で発見することは

困難です。

健康管理センターで毎年行っている「がん検診」

は、1 1 月で終了しますが、各医療機関で検診を

実施（1 2月2 5 日まで）していますので、今年ま

だ受けていない方は、受診されることをお勧めし

ます。

料　金　　 対象年齢
胃がん検診 2,900円　 40歳以上
子宮がん検診　 ※1,700円　

30歳以上
乳がん検診　　　　700円

※　必要な方のみ子宮体部検診（追加料金800円）

なお、受診券が必要ですので、健康管理セン

ターまで電話で申し込みください。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
1

22
・
８
１
５
５

力
パ
ト
ロ
ー
ル

動

巡
回
体
力
テ
ス
ト

職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
「
体
力
テ
ス
ト
」

を
企
画
し
ま
せ
ん
か
！

指
導
員
が
用
具
持
参
で
参
上
し
ま
す
。

対
　
象

20
歳
〜
64
歳
、
ま
た
は
65
歳

〜
79
歳
の
方
が
20
人
程
度
参

加
で
き
る
団
体
（
先
着
５
団
体
）

内
　
容

文
部
省
「
新
体
力
テ
ス
ト
」

握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座

体
前
屈
ほ
か

※
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
ま
で
。

農
務
水
産
課
　
1

22
・
８
１
３
０

「
ふ
る
里
つ
る
が

伝
承
料
理
講
習
会
」

私
た
ち
の
郷
土
に
伝
わ
る
昔
な
つ
か
し

い
味
づ
く
り
の
コ
ツ
を
お
教
え
し
ま
す
。

と
　
き

12
月
４
日
g

10
時
〜
12

時
・
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ

吉
河
農
家
高
齢
者
創
作
館

内
　
容

q

「
に
し
ん
ず
し
」
の
漬
け
方

敦
賀
の
名
産
と
言
え
ば
「
に
し
ん

ず
し
」
こ
の
機
会
に
自
分
の
味
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

w

ふ
る
里
に
伝
わ
る
「
お
漬
物
」
の

あ
れ
こ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

定
　
員

先
着
　
各
20
人

費
　
用

「
に
し
ん
ず
し
」
材
料
代
実

費
（
２，

０
０
０
円
程
度
）

申
込
み

11
月
22
日
b

ま
で
に
電
話
で

お
願
い
し
ま
す
。
農
務
水
産

課
ま
た
は
、
二
州
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
（
1

22
・
０

０
０
１
）

敦
賀
市
民
歴
史
講
座

気
比
史
学
会
結
成
22
周
年
記
念

特
別
企
画

上
方
講
談
が
敦
賀
に
や
っ
て
来
る
！

「

忠

臣

蔵

大

全
集

」

（
本
伝
・
銘
々
伝
・
外
伝
よ
り
）

出
演

旭
堂
　
南
華

旭
堂
　
南
左
衛
門

旭
堂
　
南
鱗

◆
12
月
11
日
g

14
時
〜

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象
小
ホ
ー
ル

定
　
員

350
人
（
入
場
無
料
、
当
日
先
着
順
）

問
合
せ

気
比
史
学
会
事
務
局

1

22
・
３
６
３
２

県
立
大
学
小
浜
キ
ヤ
ン
パ
ス

特

別

講

演

会

『
歴
史
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
』

様
々
な
建
築
と
街
並
み
を
訪
ね
て

学
び
得
た
こ
と
を
も
と
に
、
歴
史
と

特
色
あ
る
文
化
に
根
ざ
し
た
『
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
』
を
提
言
す
る
。

講
　
師

山
口
　
廣
氏

（
日
本
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
建
築
学
会
名
誉
会
員
）

と
　
き

12
月
11
日
g

14
時
開
演

と
こ
ろ

県
立
大
学
小
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
交

流
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

受
講
料

無
　
料
（
申
込
み
は
、
不
要
）

問
合
せ

県
立
大
学
小
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室

1
０
７
７
０
・
52
・
６
３
０
０

広
報
広
聴
課

1

22
・
８
１
１
２

目
で
見
る
市
政
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

《
福
祉
施
設
と

新
設
エ
ム
シ
ー
ス
ク
エ
ア
見
学
》

と
　
き

12
月
９
日
e

９
時
〜
16
時

◆
９
時
ま
で
に
敦
賀
駅
交
番
横
集
合

見
学
コ
ー
ス

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ
」

心
身

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
太

陽
の
家
」

エ
ム
シ
ー
ス
ク

エ
ア
・
も
ん
じ
ゅ

看
護
専

門
学
校

対
　
象

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
団
体

行
動
に
支
障
の
な
い
方

定
　
員

45
人
（
受
付
順
）

参
加
料

無
　
料

申
込
み

11
月
26
日
f

８
時
30
分
か
ら

広
報
広
聴
課
で
電
話
受
け
付

け
し
ま
す

＊
　
弁
当
、
水
筒
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※ 参加ご希望の方は、健康管理センターまで申し込みください。

※
先
着
50
人
で
す
。

申
し
込
み
は
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

エムシースクエア（白木）
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10
月
26
日
、
秋
晴
れ
の
な
か
、
高

野
に
あ
る
老
人
健
康
農
園
で
市
内
８

保
育
園
お
よ
そ
200
人
と
、
市
老
人
ク

ラ
ブ
農
園
部
会
及
び
和
幸
園
の
お
年

寄
り
30
人
が
参
加
し
て
、
さ
つ
ま
い

も
を
収
穫
す
る
「
い
も
ま
つ
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
５
月
に
自
分
で
植

え
た
い
も
を
収
穫
す
る
と
あ
っ
て
、

掘
り
出
さ
れ
る
た
び
に
「
お
っ
き
い

の
が
あ
っ
た
！
」
と
自
慢
気
に
見
せ

る
園
児
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

▼
「
い
も
掘
り
」
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、
い
つ
も
の
砂
遊
び
の
延
長
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ホ
ッ
カ
ホ

カ
の
さ
つ
ま
い
も
を
ほ
お
ば
っ
た
時
、

土
を
す
ご
く
身
近
に
感
じ
る
の
で
し
ょ

う
。
▼
来
年
か
ら
情
報
公
開
が
始
ま
り

ま
す
。
市
の
や
っ
て
い
る
こ
と
で
、
関

心
の
あ
る
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
あ
な
た
自
身
で
確
か
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
▼
緊
急
告
知

放
送
の
機
能
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
災
害
、
し
か
し
、
万

一
の
時
、
い
ち
早
く
情
報
を
得
る
た
め

の
大
切
な
情
報
源
の
一
つ
で
す
。「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
11
月
22
日

b

（
18
時
30
分
）
は
、
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。

(K)

ＲＣＮ４ｃｈ（市のチャンネル） 毎日７時～２２時放映（毎週火・金曜日入替）

謹んでお悔やみ申し上げます。１０月１日～１０月２９日

（敬称略）

葉　原　加野　正信（73） 神楽１　唐川　英成（77）

金　山　友正　俊夫（63） 白銀町 高野　久江（87）

港　町　宇野たみゑ（81） 櫛　川　田中　信雄（86）

萩野町　小西　イチ（75） 元　町　吉田　虎雄（85）

御　名　岡田しずゑ（86） 沓　見　川端　儀雄（75）

清水２　篠原　恒造（83） 角鹿町　林　まさを（86）

新　保 齊二　義照（71） 若葉３　笠原　時男（85）

新和１　川端　元次（61） 御　名 出口　一榮（68）

樫　曲　中谷　弘典（70） 開　町　中村と志子（65）

松原町　京　　勝子（84） 舞崎２　木村幸次郎（89）

松葉町　幸光　くに（92） 長　谷　田中　志郎（41）

桜ヶ丘　小杉　ぎん（87） 沓　見　増田　二雄（76）

相生町　井垣きみ江（90） 若葉１　野崎　誠一（52）

沓　　磯辺　靜枝（87） 松原町　三瓶　　力（51）

市野々１ 二ツ矢セイ（93） 白銀町　松樹　正雄（92）

神楽２　田中　國平（69） 津内３　藤本　春子（84）

泉ケ丘　三木はるゑ（93） 松栄町　石橋なをゑ（83）

曙　町　愛宕　　博（66） 木ノ芽　田中　孝夫（56）

敦
賀
美
方
消
防
組
合

コンロのそばを離れる時は、
必ず火を消す習慣を

Q

11
月
19
日
f

▼
10
時
〜
16
時

本
町
１
丁
目
商
店
街
東
側

Q

12
月
14
日
c

▼
９
時
〜
16
時

市
役
所
前
駐
車
場

血
液
中
の
血
漿
や
血
小
板
と
い
っ

た
成
分
だ
け
を
採
取
す
る
成
分
献
血

を
実
施
し
ま
す
。

と
　
き

12
月　
14
日　
c

９
時　
〜　
1  6  
時　

と
こ
ろ

市
役
所
前
駐
車
場
献
血
バ
ス

定
　
員

24
人
（
予
約
制
で
す
）

申
込
み

12
月
13
日
b

ま
で
に
社
会
福

祉
課
日
赤
係
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
　
1

22
・
８
１
２
４

◎
　
検
査
、
採
血
な
ど
に
お
よ
そ
１
時

間
か
か
り
ま
す
。


